
 

 
 

 

２０１２年７月１３日 

第一生命保険株式会社             

 
 

第３０回｢全国小学生テニス選手権大会｣への特別協賛について 

 

 

 

第一生命保険株式会社（社長 ：渡邉光一郎）は、２０１２年７月２８日（土）より開催される「第３０回 全国

小学生テニス選手権大会（公益財団法人日本テニス協会主催）」に特別協賛します。 

本大会は、１９８３年に創設され、毎年、各都道府県の地区大会で上位成績を収めた選手が出場し小学生

日本一を決定する大会です。これまでに、杉山愛さん、ロンドンオリンピック代表に選出された錦織圭選

手・添田豪選手、フェドカップ（女子国別対抗戦）に出場している奈良くるみ選手、ウィンブルドン・ジュニア

選手権２０１０で準優勝した石津幸恵選手など国際的に活躍する選手を多数輩出してきました。第３０回を

迎える今年の大会には４，０６２名の中から勝ち抜いてきた９６名の選手が出場します。 

 当社は、「世界に通用する選手育成のためにはジュニアからの強化が重要である」という公益財団法人

日本テニス協会の趣旨に賛同し、社会貢献活動の一環として、第１回大会より３０年間にわたり特別協賛

するとともに、当社所有のクレイコート（※）を大会会場として提供しています。クレイコートがジュニアの試

合で使用されることは珍しく、さまざまな経験を積むことで世界で活躍する選手の育成につながるものと考

えております。 

当社は「社会貢献活動の取組方針」に基づき、「良き企業市民」として持続的に発展することを目指して、

今後も社会貢献活動に取り組んでまいります。 

 

※クレイコートとは、土でできたコートのこと。地盤の上に砕石や砂利、赤土、粘土、化粧砂などを重ねた

構造をしている。 

 

 

 

 

 

 

おかげさまで第一生命は、2012年9月に 
創立110周年を迎えます。 



 

■「第３０回 全国小学生テニス選手権大会」大会概要■           

（１）開催期間：２０１２年７月２８日（土）～３０日（月）の３日間（予備日：７月３１日（火）） 

（２）開催会場：第一生命相娯園（そうごえん）グラウンドテニスコート 

※東京都世田谷区給田１－１－１ 

（３）出 場 者：全国の９ブロックの地区予選（総参加者４，０６２名）を勝ち抜いた男女９６名 

・男子シングルス ４８名、女子シングルス ４８名 

・トーナメント方式による試合 

（４）日中小学生精英対抗戦大会への派遣 

出場選手の中から、優秀な成績をあげた男女各２名（計４名）を中国北京市で開催される標記大会

に派遣します。 

（５）ファミリーミーティングの開催 

技術だけでなく、世界に目を向けた選手に育つことを目的として、大会前日のレセプションにおいて

選手・コーチ・家族を対象に以下の講演会を開催します。 

①タイトル：「ウィンブルドンの風に誘われて」 

講師：沢松奈生子さん 

（日本女子テニス連盟名誉会員／日本オリンピック委員会事業・広報専門委員／元フェ

ドカップ代表選手） 

②タイトル：「日本人が目指すプレースタイルと強くなる選手の特徴」 

講 師：米沢徹さん 

（元日本テニス協会強化委員会委員/元ナショナルコーチ） 

※講師のお二人のプロフィールは（別紙１）を参照ください。 

（６）運営 

・主催      公益財団法人日本テニス協会 

・特別協賛   第一生命保険株式会社 

・後援      読売新聞社 

・協賛      株式会社フミヤスポーツ、株式会社クラミツプラモート、ブリヂストンスポーツ株式会社 

・協力  株式会社東印度カレー商会 

 

 

 



                                               （別紙１） 

＜沢松奈生子さんプロフィール＞ 

日本の女子テニス界の黄金時代を築いた、元プロテニスプレーヤー。スポーツに関する講演では、国際

化・グローバル化などの持論を展開し、テニスの実技指導なども行う。また、一児の親となった現在、自身

の経験を交えて、子育て論、英才教育などについても講演し、各地で好評を得ている。  

夙川学院高校では高校総体優勝。神戸松蔭女子学院大学入学と同時にプロ転向。シングルス自己世界

最高ランキングは１４位（日本ランキングは１位）。ＷＴＡツアーでシングルス優勝４回（すべて海外大会）。 

１９８８年 １５歳６ヶ月（高校 1 年）の若さで全日本テニス選手権の女子シングルス初出場初優勝を果たす。 

１９９５年 全豪オープン選手権の期間中、阪神・淡路大震災が発生、自宅全壊の被害に遭うも、この全豪

オープンで４大大会の自己最高成績を記録し、ベスト８。（ご家族は全員無事。） 

キャリアを通して、１０年間にわたり世界ランキングトップ３０位台以内を維持。４大大会でも「３４大会」連続

で本戦にストレートイン。 

１９９２年バルセロナオリンピック、１９９６年アトランタオリンピックの２度出場。 

 

＜米沢徹さんプロフィール＞ 

元デビスカップ日本代表選手。日本国内ランキング最高位シングルス３位、ダブルス 1 位、世界ランキング 

シングルス３００位。 

「盛田正明テニス・ファンド」のコーチ兼マネージャーや、ジュニアデビスカップ、ジュニアフェドカップの監

督を務めたほか、錦織圭選手を３年間、奈良くるみ選手を２年間指導した。 

現在は TEAM YONEZAWA 代表としてジュニアの育成に力を入れている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（別紙２） 

 

                                     


